
庁 議 報 告 案 件 Ｎｏ３ 

平成２２年１０月１２日 

所 管    北 区 役 所  

 件  名 北区まちづくりビジョン（案）の策定について 

経 過 ・ 現 状 

 

政 策 課 題 

■策定経過 

○平成２０年１０月 北区区民まちづくり会議設置（７回開催） 

・位置付け： まちづくりビジョンの策定について広く有識者、市民等から意見を

聴くとともに、地域の課題解決に向けた区と区民との協働による活

動等について協議する場 

・構  成：北区校区自治連合会の代表者、各種団体の推薦者、公募による者、 

学識経験者などで構成（平成２２年９月現在 ３０人） 

その他校区選出専門部会員 １５人 

「健康･福祉」「防犯･防災」「環境･美化」「地域コミュニティ」の 4

つの部会を設置 

○平成２１年３月 北区まちづくりアンケート調査を実施 

・まちづくりビジョンの策定や今後のまちづくりに役立てていくため、区民の地域

活動への経験や関心、活動の課題、これから地域で取り組んでいきたいことなど

を調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 応 方 針 

 

今 後 の 取 組 

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ビジョン策定の趣旨 

区の主体性を発揮し、区民と協働して住みよく魅力ある区域づくりを進めるため、

ともにめざすまちづくりの方向や、その実現に向けた取り組み内容を区民に示すため

に策定する。 

 

■計画期間 

 ○平成23年度～平成32年度（10年間） 

 

■北区のまちの特徴 

○交通網が整備され生活利便性の高い、住宅地が中心のまち 

○人口が増えており、子どもや子育て世代が多いまち 

北区の人口は過去１０年間連続して増加しており、出生数も市内で一番多い 

○憩いの場やレクリエーション施設が充実しているまち 

○新旧の魅力をあわせ持つまち 

百舌鳥古墳群や竹之内街道、長尾街道、西高野街道などの古道が通り、伝統行事

が地域に受け継がれている 

○区民と行政の協働のまちづくりを積み重ねてきたまち 

 

■北区のまちづくり基本方針 

  「住みたくなるまち、ずっと永く住み続けたいまち」 

北区の持つ良さや資源をいかして、子どもから大人まで、年齢や性別にか

かわりなく“つながり”を大切にしながら、ずっと愛着を持って暮らし続け

られるようなまちをめざす。 

 

■テーマ別まちづくりの目標と方針 

○健康・福祉 

（強み）・高齢者の居場所づくりや多世代交流が行われている 

・子育て支援が充実 

（弱み）・独居高齢者や閉じこもりへの地域ぐるみの応援が必要 

・子育て支援に地域差がある 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 応 方 針 

 

今 後 の 取 組 

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標：世代を越えて、だれもがつながって安全・安心にすみ続けることができる

まち 

方針：ひとり暮らしの高齢者などが孤立しない人のつながりづくりをめざす 

子育て層が孤立しない地域ぐるみの子育て支援を広げていく 

障害を持つ人と地域ぐるみでつながっていく  など 

○防犯・防災 

（強み）・地域による活動が盛ん 

・地域の連携が堅固 

（弱み）・自主防災のさらなる取組の強化が必要 

・地域のつながりの継承・拡大が必要 

目標：①安全は隣近所の“きずな”から 

②わがまちはみんなでつくる“信頼感” 

③あなたの“関心”が地域の“安全・安心” 

④くらしの安全・安心は地域みんなの底力 

方針：地域の垣根を越えて、防犯・防災のつながりを育む 

区民一人ひとりの地域活動により、地域全体の防犯・防災効果を高める 

安全・安心に暮らせるまちをつくっていく 

○環境・美化 

（強み）・守りたい自然や歴史・文化資源がある 

・環境意識の高い人が存在 

（弱み）・広く一般の意識を高め、具体的な行動を促すことが必要 

目標：①一人ひとりが、うるおいのある美しいまちを創る 

②人と地球にやさしい環境を次世代に引き継ぐ 

方針：地域の特徴的な資源を美しく保ち続ける 

人の心とまちに潤いを与える花や緑を増やす 

環境問題に関する気づき、学び、取り組みを促す 

○地域コミュニティ 

（強み）・様々な人のつながりがある 

・人のつながりづくりに活用できる資源が多い 

（弱み）・新しいつながり(若年層、新住民、世代間)が弱い 

・継続できる担い手づくりが課題 

目標：①子どもが“主役”のまち 

②皆が笑顔で気軽にあいさつできるような、昔ながらのつながりがあるま

ち 

③“北区愛”を育て、心のふるさととしてずっと住み続けられるまち 

④誰もがまちづくりに参加できる環境がそろったまち 

方針：子どもとの多世代交流をきっかけに、地域との“つながり”を創る 

まちの歴史・文化・自然を学び、まちへの絆・誇りを育てる 

区のいろんな資源・人材・情報・活動が“つながる”しくみを創る など 

 

■アクションプラン 

  ○４つのテーマごとに目標を実現するための具体的な施策を実施 

（２６の柱、５９施策） 

  ○取り組み期間：概ね４年間とする（平成２３年度～平成２６年度） 

 

■まちづくりビジョンの推進の考え方 

○各テーマに共通する取り組みを重点的に推進 

・次の世代（子ども・若者）との“つながり”づくりに取り組み、若年層の定着

を図る 

・幅広い人材(財)との“つながり”づくりに取り組み、地域活動の新たな担い手

を増やす 

 



 

 

 

 

 

 

対 応 方 針 

 

今 後 の 取 組 

（案） 

○まちづくりビジョン推進の体制づくり 

・北区区民まちづくり会議においてビジョンの進捗状況を確認 

・ビジョンを推進する庁内横断組織として庁内推進会議を設置 

○まちづくりビジョンの推進を支えるしくみづくり 

・「区民まちづくり基金事業」の活用 

・区民活動の支援のための中間機能として（仮称）北区区民まちづくり支援セン

ターを設置 

・拠点となる活動場所として北区役所エントランスホールや区民プラザ、新金岡

市民センターなどの活用   など 

 

■今後の主なスケジュール 

平成２２年１０月中旬～１１月中旬  区民への意見募集を実施 

平成２２年１２月上旬        区民意見を取りまとめビジョン案確定 

平成２３年1月下旬           北区まちづくりビジョン策定 

平成２３年３月            公表（ビジョン冊子配布、区広報紙、HP等） 

効 果 の 想 定 

○ビジョンを推進することで、校区型活動（自治会など）やテーマ型活動（ＮＰＯなど）

など各活動団体間の情報共有や連携が図られ、多様なつながりが広がっていくととも

に、まちづくり活動の次世代の担い手の育成が促され、地域のつながりが強化される。 

○北区の抱える、子育て層や高齢者への支援、地域の防災力の強化、まち魅力づくりな

どの課題に対して、区民・本庁関係局・区役所が連携して取り組む体制が強化される。 

関 係 局 と の 

政 策 連 携 

北区が取り組む区民協働のまちづくりに関係する局 

市長公室、危機管理室、市民人権局、健康福祉局、子ども青少年局、産業振興局、

建築都市局、建設局、教育委員会 など 

 


